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VI. 中新統瑞浪層群産化石フジッポ類について

山 口 寿 之
＊

序

瑞浪地域に広く分布する中新統の瑞浪屈群の明世累聞と生俵梁屈からは多数の化石フジッポ

類が発見されている． とりわけ生俵累肘基底部の砂岩・礫岩からなる名滝礫岩屈及び明批累府

最上部の宿洞砂岩相には保存の良い化石フジッポ類の破片が軟体動物化石等と共に既富に含ま

れている． 今回の報告では， 名滝礫岩府及び宿詞砂岩相から採集された化石フジッポ類につい

て予察的報告を行う． これらの化石フジッポ類および瑞浪刑群の他の地肘から得られた化石フ

ジッポ類の詳しい記載は改めて行う．

この報告杏で使用した化石フジツボ類の多くは， 名古屋大学糸焦川淳二助教授の長年にわた

る濶査と瑞浪市文化財調査団による中央追化石調査によって採集された探本で， 一部筆者自身

の採集品も含む． 揉本採集には瑞浪市教育委只会化石閲物館準備室の方々に使宜を計って頂い

た ． 以上の方々に深く感謝の窟を表す．

フ ジッポ概説

日本の化石フジッポ類は第三紀中新世以降の地庖1こ軟体動物化石等に伴って多数見出さ れ

る ． しかし， 多くは貝化石のリストの後に Ba/anus sp, として一括され， 種まで同定されて

いるものはわずかにすぎない (YAMAGUCHI, 1972参照）． また梱の同定の多くは検討の余地が

残されている ． このように化石フジッポ類が研究の対象からみすとされてきた原因として． 多

くの場合化石フジッポ類は破片として発見され， 単一の探本で種を同定することが難しいこと

によると思われる． したがって化石フジッポ類の研究は多瓜の破片を扱い， その中から同じ種

の破片を選別し， それにもとづいてその種の俵体の全体橡を復元し， 梱を同定する作業が必要

である．

化石フジッポ類は中新世以降の海成岡から発見され， 一般に砂質ないし礫質の粗粒堆栢物中

こ含まれ， 軟体動物化石とくにイタヤ貝類， 腕足類， コケムシ類の化石とともに発見されるこ

とが多い ． とりわけ ‘‘コキナ ” と呼ばれる石灰質砂岩に多く含まれ， ときにはフジッポ石灰岩

を形成する ． 細粒堆籾物中に発見される例としては化石カキ礁に伴って自生的産状を呈するも

のがある ． 日本における化石フジッポ類は現在までにおよそ30種類ほど知ら れ る よ うになっ

た． その多くは現在の日本近海に生息が知られている．

フジッポ類は節足動物甲芯類の笈脚類（Subclass Cirripedia)に属し． コペボ ー ダ（撓脚

類）， カイミジンコの仲間（貝形類）， エビや力ニの仲間（軟甲類） 等と系統的に近い仲闘であ

る ．

フジッポ類の分類は C. DARWIN (1851, 1 854) によるところが大きく， そのモノグラフは

今日のフジッポ類の研究の原典となっている． 筏脚類は5つの目に分けら れ て い る． 完胸目
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(Thoracica; 現生種550 種以上；シルル紀～現在）， 尖胸目（Acrothoracica ; 12 稲以上；石

炭紀～現在）， 変胸目(Ascothoracica ; 25 種以上；白亜紀～現在）， 根頭目 (Rhizoceph

ala ; 200 種以上；現在）そして無脚目 (Apoda ; 1 梱のみ；現在）である． Balanus と呼

ばれる屈は完胸目， フジッポ亜目 (Balanomorpha) ． フジッポ科 (Balanidae) に所屈し，

世界的には始新枇以降の化石が知られている． 日本では30 種以上の現生稲がこの屈に入る．

体は一般に石灰質の殻板で保淡されている． その軟体部の基本的な体制は， 頭部は5 つ， 胸

部は6 つ， 腹綿は5 つの体節からなって， 胸部には妓脚と呼ばれる六対の二叉型胸肢がある．

フジッポは雌雄同体か異体で， 雌雄異体の場合は矮雄と称して体の大部分が生殖器官で占め

られる小さな個体となり， 雌の体内に付沼している． 卵は受籾後雌もしくは雌雄同体の体腔巾

である時期まで保育される． 雄の生殖器は第一腹節に， また雌の生殖器は第一胸節にある． フ

ジッポ類は甲殻類に特徴的なノ ー プリウス幼生から二枚の殻をもつシプリス幼生を経て， 付府

もしくは寄生生活をする成体となる． 寄生生活を営むグ）レープや， ペレムナイトや只殻等の石

灰質動物骨格に穿孔するグルー プを除いて， 石灰質の殻をもっている． 殻板の数や形態は分類

群で異なっている(Ba/anus 属の楊合， 6枚の殻板からなる周殻と4枚の激板からなる蓋板）．
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第\11- 1 図 フジッポの殻板の説明図（タテジマフジッポ Ba/amヽs amphitrite DARWIN) 

A. 周殻の側面 B. 殻板の内面 C,D. 背板(tergum) の外・内面 E,F. 栢板(scutum)

の外・内面 1 . 殻口 (orifice) 2. 栢板 3. 背板 4. 蜂板(carina) 5. 蜂側板

(carinolateral compartment) 6. 側板 (lateral compartment) 7. 嘴側板(ro-

strolateral compartment) 8. 輻部(radii) 9 . 粟部 (alae) 10. 殻外屈 (outer

lamina) 11. 殻内恩 (inner lamina) 12. 隔壁 (longitudinal septum) 13. 壁管

(longitudinal tube) 14. 距（spur) 15. 関接溝 (articular furrow) 16. 艇接隆起

(articular ridge) 17. 下製筋裂刻(crests for depressor muscle) 18. 閉殻筋痕

(pit for adductor muscle 19. 下限筋痕(pit for lateral depressor muscle) 

殻をもたない寄生生活をするフジッポ類は， 体制が著しく退化し， その特徴的な発生過程を除

いては， フジッポ類とは思われない形態をしている． 付府はシプリス幼生の第一触角で行なわ

れ， やがてそれはセメント腺となって石灰質の付沿板を形成する． 生活基盤はフ ジッポのグル

ープによって異なり， 岩・礫・貝殻•海中構造物等のような硬い物体に付沼する以外に， カメ
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の甲や皮フ， クジラの皮フ等のような遊泳する生物体の表面に付沿するもの， サンゴ類や海綿

類等に埋もれて共生生活を営むものなど多稲多様である ． 地理的分布は地球上の全洵域に広が

り，汽水域にも生息している ． また垂肛的分布は汀線より3,000mの深海（例えば Scc:ipeitum

のいくつかの種類や Ba/anus trigonus DARWIN) にも生息している ． また最近では海上輸送

の発逹に伴い外来種の移入（例えば Ba/anus improvisus DARWIN, B. eburne1,s GouLD 

のヨ ー ロ ッパや米国から日本への移人；内海， 1966) も報告され， フジッポ類の分布が小規模

ながら変化しつつある．

化石フジッポ類

中新統瑞浪肘群最上郊の生俵累府基底部の砂岩・礫岩からなる名爵礫岩囮は数宜な動物化石

を含んでいる ． 例えば， 多くの軟体動物化石の他． 布孔虫， フジッポ． サメの歯の化石等であ

る ． 荻ノ島の産地は宿洞砂岩相で， 同様に多くの貝化石を産する． 化石のフジッポ類の得られ

た楊所でのフジッポ類や軟体動物化石の産状は， 明らかに他生的であり， 化石フジツボ類の多

くは， 荻ノ島からの探本を除いて， 周殻 (shell wall) がばらばらにはずれた破片として発見

される． 化石フジツボ類の採集された場所は中肥田， 本郷， 桜営， 段， 名滴（名龍礫岩屈）と

荻ノ島（宿洞砂岩相） （第w-2図， 第9l-1表）である．
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第\1-2図 フジッポ化石産地

採集された化石フジッポ類の うち三種， Ba/anus crenatus BRucu1もRE, B. (Chirona) 

evermanni P1LSBRY そして B. concavus BRONN が同定でき， その他に二種が識別された ．

そのうらの一稲 B. (Megaba/anus) sp. は批界中に類似する種がないので新稲の可能性があ
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第 11-1 表 化石産地における化石フジッポ類の韮出 (0) 状況

るが， まだ断定できない ． 未同定のもう一種 Balanus sp. も同じ理山で亜屈名と柚名が決ま

らない．

Order Thoracica DARWIN, 1854 

Suborder Balanomorpha P1LSBRY, 1916 

Family Balanidae LEACH. 1817 

Subfamily Balaninae LEACH, 1817 

Genus Ba/anus恥 CosTA, 1778 

Ba/anus crenatus BRuGUIERE 

(Pl. 67, figs. la-5b) 

この種は， 白色の滑かな周激 (shell wall) をもち． 輻部 (radii) は狭く， その頂部は殻底

(base) に対して斜めになっている ． 栢板 (scutum) は比較的厚く， 一般に外側にそってい

て， 成長線は弱く突出している ． 栢板の関接陥起（articular ridge) は著しく発達し， 閉殻筋

痕 (pit for adductor muscle) は深く大きい ． 主に寒流域の潮間帯から陸棚上に生息する種

で， 太平洋ではカリフォルニアー ペ ー リング海一日本に分布し． 大西洋では西岸のロングアイ

ランド， 東岸では英国に南限がある． また北極海にも生息が確認され，広く分布している． 日

本近海では潮間帯の岩礁で見られることはほとんどなく． 多くは海底表面に生息する Pecten,

Buccinum, Natica や大型のカニなどに付沿して発見される ． 化石はいままでに東北日本に

広く分布する鮮新1且以降の地I日にしばしば見出されていたが． 生俵累屈からの座出によって．

日本では中新世中期までの化石の記録が明らかとなった．

Balamヽs (Chirona) evermanni P1LSBRY 

(Pl. 67. figs. 6a-8b) 

この種は周殻に壁行 (longitudinal tube) がなく． Balam応 crenatus, B. concaviis と災

なる ． 周殻は白く， 大きく， 滑らかで輻部 (radii) の頂蔀は殻底に対して斜めとなっている ．

栢板の表面は弱い成長脈 (growth ridge) のほかは滑かである ． 背板 (tergum) は採集され

なかった． この種は硯任北太平洋・ ペ ー リング洵付近にその生息が知られる寒流系のフジッポ

である． 西太平洋では千島列島からの報告がある だけ で日本近海からは知られていない ． 化

石は， 主に東北日本の巾新世と鮮新批に発見されるが， 第四系には見出されたことがない ．

Ba/anus concavus BRON 

(Pl. 67, figs. 9a-1Qb) 

周設の外側は多少縦走jj}」 (rib) をもつか， 多少とつとつして， 少し赤味が か っ た 縦走条
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(stripe) をもつことがある． 栢板には舅i 苫に突出した成長脈とそれにほぱ虹交する縦走腔起

とによって比較的間隔の広い格子構造が兄られる． 況生では， カリフォルニアからペルー にか

けての地域と， フィリヒ°ン付近に生息する暖流系のフジッポである． この種は大西洋や地中海

沿岸の第三紀府にみられるが， 大西洋には不思議と発見されていない． 化石は日本では中新世

に限って産出が知られている．

Balanus (Megabalanus) sp. 

(Pl. 67, figs. 11-15b) 

この稲は周殻が赤く， 輻部と殻底が多孔質であり， かつ輻部は広く， その頂部は殻底に平行

し Megabalanus 亜属の特徴を備えている． 日本には現生にアカフジッポ B, (M.) rosa 

とオオアカフジッポ B. (M.) volcano の二種の Megabalanus が生息しており， それらは

従来 B. (M.) t切t£nnabulum の亜稲とされてきた． しかしながら， それらの ‘‘ 亜梱“ は形

態的にも， 生化学的にも明瞭に区別され， しかも隣合って生息していて， 両者の間で生殖時期

が異なっていて， 生殖的に隔離されていることが判り， それらは別の稲とされるぺきと結論さ

れた (YAMAGUCHf, 1973). 

荻ノ島から得られたフジッポは， 周殻が赤く， アカフジツボのように滑らかであるが， いく

つもの縦の白く細い隆起があってアカフジッポやオオアカフジッポと異なり， その蓋板は， ォ

オアカフジッポのように栢板は弱い成長脈をもち， 背板は細い距 (spur) をもっているが， こ

れらの特徴でもオオアカフジッポ・ アカフジツボ と異な る． こ の 化石 は． 世界中のいわゆ

る “tint切nabulum" グルー プには同定されるべきものが見当たらず新種の可能性があり， 詳

細に検討中である．

Balanus sp. 

(Pl. 67, figs. 16a-19b) 

殻板の表而や栢板や背板の表面 は滑かで， 暗灰色を呈し， 輻部は非＇常に狭く，距は細い． 殻

板に壁管を欠き， この特徴からこの種は． Solidobalam↓S亜屈か Chirona 亜屈と考えられる

が， 今のところどちらの亜屈にも同定される稲は見当らない．

結語

以上のように巾新批生俵梁屈名滴礫岩屈及び明批累府宿洞砂岩相からは， 暖流系稲の Bal
anies concavus, と寒流系種の B. crenatus と B. (Chiro加）evermam凡 そして未同定

の Ba/anus sp. と新種の可能性のある B. (Megabalanus) sp. の産出が明らかとなった．
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F i gs. I - 5 .  Ba/anus c renal us BRUGUI E R E .  産地段 l .

I a, b. 嘴側板( ros t ro l a te ra l compartment) , X 3 . 5 .  

2 a, b. 右側板( r i ght lateral compartment ) , X 3 . 5 .  

3 a, b. 峠板( ca r i na) . X 3 . 5 .  

4 a ,  b. 左楯板( l eft scutum) , X 4 .  

5 a, b. 左背板( l e ft tergum ) , X 4 .  

F i gs. 6 - 8 .  Bala11us ( Ch i ro1w) everma1111i P I L S B H Y . 沌 地 本郷 ．

6 a, b. 嘴側板( ros t ro lateral compa rt ment ) , X l .  

7 a ,  b. 左側板( l e ft lateral  compa rtment) . X I . 

a, b. 右楯板( r i ght scutum) , X I . 

F igs. 9 - 1 0 .  Balanus co11cavus BRONN. 産地桜疫．

9a. b. 峠板( ca r i na) . X I .  

I O a .  b. 右楯板( r i ght scutum) , X 3 .  

F i gs. I I - 1 5 .  Ba/emus I Megabalanus) sp. , 廂地荻島

I I . 周殻(compartments) , X l . 5 .  

I 2 a , b. 周殻( compa rtments) , X 1 . 5 .  

1 3 a,  b. 嘴側板( rostro l a te ra l compa rtment ) , X 1 . 5 .  

1 4 a,  b. 右楯板( r i ght scutum) , X 5 .  

1 5 a,  b. ,(11ff反( r i ght tergum) .  X 5 .  

F i gs. I 6 - 1 9 .  Ba/anus sp. , 廂地桜笠

1 6 a,  b. 峠板（ ca r i na ) , X.2 . 5 .  

I 7 a ,  b. 左峠側板( left ca r i no l a tera l  compartment ) , X 2 . 5 .  

1 8 a ,  b. 左柏板( l eft scutum) . X 3 .  

1 9 a ,  b. 左背板( left tergum) .  X 3 .  
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